
一
般
公
開
講
演
会
第
４
回

は
『
が
ん
哲
学
～
教
育
・
対

話
学
の
確
立
～
』
と
し
て
、

順
天
堂
大
学

名
誉
教
授

樋

野
興
夫
先
生
を
迎
え
て
、
年

末
の
12
月
22
日
（
日
）
に
催

さ
れ
た
。

樋
野
先
生
は
順
天
堂
大
学

の
病
理
学
教
授
と
し
て
、
長

年
腫
瘍
病
理
学
の
研
究
・
教

育
・
診
療
に
携
わ
っ
て
来
ら

れ
た
。
今
や
日
本
人
の
２
人

に
１
人
は
が
ん
に
罹
る
時
代

に
な
っ
た
。
時
に
よ
っ
て
が

ん
は
、
死
に
直
結
す
る
病
気

と
な
る
こ
と
か
ら
《
が
ん
と

共
生
す
る
時
代
》

に
な
っ

た
の
だ
。
一
方
で
樋
野
先
生

は
、
が
ん
に
な
っ
た
患
者
さ

ん
や
そ
の
家
族
お
よ
び
介
護

者
な
ど
多
く
の
人
が
、
が
ん

を
告
知
さ
れ
た
シ
ョ
ッ
ク
か

ら
立
ち
直
れ
ず
、
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
て
い

た
。
が
ん
の
医
療
は
急
速
に

進
歩
・
向
上
し
て
い
る
が
、

患
者
さ
ん
や
そ
の
周
囲
の
人

達
の
心
の
苦
し
み
に
手
を
差

し
伸
べ
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
立
ち
、
先
生
は
こ
の
よ
う

な
人
達
の
相
談
窓
口
と
し
て
、

'08
年
に
「
が
ん
哲
学
外
来
」

と
い
う
特
別
外
来
を
３
か
月

の
期
間
限
定
で
開
設
し
、
患

者
さ
ん
や
そ
の
家
族
と
の
個

人
面
談
を
行
う
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
当
初
の
予
想

に
反
し
て
受
診
相
談
希
望
者

が
あ
ま
り
に
も
多
い
た
め
、

そ
の
後
大
学
病
院
の
近
く
で

「
が
ん
哲
学
外
来
・
カ
フ
ェ

in
御
茶
ノ
水
」
を
開
設
し
て

患
者
さ
ん
と
そ
の
家
族
の
個

人
面
談
の
場
を
つ
く
っ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同

す
る
全
国
の
人
達
に
よ
り
、

各
地
で
「
が
ん
哲
学
カ
フ
ェ

in
〇
〇
」
が
開
設
さ
れ
、
全

国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。

講
演
会
当
日
は
、
満
席
の

参
加
者
が
熱
心
に
先
生
の
話

を
聴
く
と
と
も
に
、
多
く
の

人
が
自
身
や
身
内
の
介
護
体

験
と
そ
れ
に
伴
う
悩
み
を
語

り
、
先
生
の
助
言
を
求
め
た
。

先
生
の
話
は
易
し
い
言
葉
で

は
あ
る
が
、
そ
の
意
味
に
は

哲
学
的
な
深
い
も
の
が
あ
り
、

に
わ
か
に
は
理
解
で
き
ず
、

更
に
質
問
す
る
人
も
多
く
い

た
。
そ
れ
に
対
す
る
先
生
の

答
え
も
、
ま
た
ユ
ー
モ
ア
に

富
ん
だ
禅
問
答
の
よ
う
な
や

り
と
り
で
笑
い
が
広
が
っ
た
。

先
生
か
ら
は
講
演
で
の
話
以

外
に
も
、
多
く
の
真
に
心
に

響
く
金
言
ー
《
言
葉
の
処
方

箋
》
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ

ら
の
金
言
を
紹
介
す
る
。

・
「
病
気
で
あ
っ
て
も
病
人

で
な
い
！
」

・
が
ん
で
あ
っ
て
も
、
人
間

と
し
て
の
役
割
意
識
と
使
命

感
を
失
わ
ず
に
生
き
る
人
は

病
人
で
は
な
い

・
病
気
で
あ
っ
て
も

自
分

の
特
技
を
生
か
し
た
り
、
家

族
に
対
す
る
役
割
分
担
で
き

る
部
分
が
あ
る

・
家
族
や
社
会
に
対
す
る
役

割
意
識
を
自
覚
す
る
と
、
心

の
尊
厳
や
人
間
性
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
る

・
希
望
を
も
っ
て
生
き
る
人

は
病
人
で
は
な
い

・
心
配
す
る
の
は
一
日
1
時

間
で
い
い
、
の
こ
り
の
時
間

は
自
分
の
役
割
を
楽
し
み
な

が
ら
果
た
せ

・
病
気
の
悩
み
は
解
決
で
き

な
く
て
も
解
消
は
で
き
る

・
死
を
突
き
詰
め
て
考
え
る

よ
り
、
む
し
ろ
余
命
を
大
切

に
し
て
、
そ
の
時
間
を
大
切

に
生
き
な
さ
い

・
死
な
な
い
人
は
い
な
い
。

余
命
は
あ
い
ま
い

未
確
定

な
も
の
で
あ
る

・
八
方
ふ
さ
が
り
で
あ
っ
て

も
天
は
開
い
て
い
る

・
人
生
に
期
待
す
る
よ
り
、

人
生
に
期
待
さ
れ
て
い
る
自

分
に
気
づ
く
こ
と

先
生
の
言
葉
は
一
見
易
し

い
が
、
じ
っ
く
り
考
え
る
と
、

人
の
心
の
奥
深
い
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
な
場
所
に
訴
え
か
け
る

も
の
で
あ
り
、
大
き
な
感
銘

を
受
け
た
。

（
智
義
）

２
０
２
０
年
度
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
出

願
の
受
付
は
、
第
１
回
が
２

月
29
日
（
土
）
、
第
２
回
が

３
月
17
日
（
火
）
ま
で
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大
学

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が

お
い
で
で
し
た
ら
、
是
非
ご

紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
（
再
入
学
を
除

く
）
さ
れ
た
場
合
に
は
、
薄

謝
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

３
月
21
日
（
土
）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
学
位
記
授

与
式
及
び
卒
業
・
修
了
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
し

て
い
る
状
況
を
受
け
、
中
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

学
位
記
の
送
付
方
法
を
含

め
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

お
知
ら
せ
欄
か
ら
「
放
送
大

学
学
位
記
授
与
式
及
び
卒
業
・

修
了
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
の
中
止

に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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学
生
新
聞

第
4
回

一
般
公
開
講
演
会

「
が
ん
哲
学

～
教
育
・
対
話
学
の
確
立
～
」

易
し
い
言
葉
で
説
か
れ
た
が
ん
哲
学
を
聴
く

「
老
い
へ
の
挑
戦
」

笹
原
誠
二

い
つ
も
自
分
で
決

め
た
こ
と
は
、
最
後

ま
で
や
り
遂
げ
る
の

が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
人
に
頼
ら

ず
に
何
と
か
努
力
し
て
、
曲

が
り
な
り
に
も
何
と
か
様
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
77
歳
を
過
ぎ
た

頃
か
ら
、
足
腰
の
衰
え
を
感

じ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
時
々
、
足
下
が
ふ

ら
つ
い
て
、
思
わ
ず
手
近
に

あ
る
も
の
に
掴
ま
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

先
日
、
東
武
線
大
宮
駅
で
、

突
然
足
下
が
ふ
ら
つ
い
て
、

立
ち
く
ら
み
と
め
ま
い
で
目

の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
、
回

復
す
る
ま
で
駅
長
室
で
休
ま

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
分
で
は
、
思
う
よ
う
に

動
け
な
く
な
る
と
、
他
人
の

世
話
に
な
り
た
く
な
く
て
、

外
出
す
る
の
が
億
劫
に
な
っ

て
し
ま
う
事
が
多
く
な
り
、

ま
す
ま
す
老
化
が
進
ん
で
し

ま
う
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
時
々
、
夕
方
に
な
る
と
、

家
の
周
り
を
散
歩
す
る
事
に

し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、
手

ぶ
ら
で
ス
イ
ス
イ
と
歩
き
た

い
の
で
す
が
、
腰
の
痛
み
に

耐
え
な
が
ら
歩
く
の
も
大
変

な
の
で
、
心
な
ら
ず
も
ス
テ
ッ

キ
代
わ
り
の
こ
う
も
り
傘
を

手
に
し
て
出
か
け
て
い
ま
す
。

そ
の
せ
い
か
、
一
時
的
に
は

腰
の
痛
み
が
軽
減
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
名
作

「
老
人
と
海
」
は
、
84
日
間
、

魚
一
匹
釣
れ
な
い
老
漁
夫
が
、

や
っ
と
出
会
っ
た
大
き
な
カ

ジ
キ
マ
グ
ロ
と
４
日
間
格
闘

し
て
、
こ
れ
を
仕
留
め
ま
す

が
、
港
へ
帰
る
途
中
で
大
部

分
を
鮫
に
食
わ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
物
語
で
す
。
し
か
し
、

老
人
は
自
分
の
老
い
を
感
じ

な
が
ら
も
、
必
死
に
大
魚
と

闘
い
、
漁
師
と
し
て
の
人
生

を
思
い
起
こ
し
、
仕
事
へ
の

誇
り
を
取
り
戻
し
ま
す
。

私
も
自
分
の
生
き
が
い
を

模
索
し
な
が
ら
、
少
し
で
も

現
在
の
意
気
を
維
持
し
て
い

け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

学生手帳

私
は
現
在
放
送
大
学
３
つ

の
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
ソ
シ
ア
ル
、

研
究
会
、
そ
し
て
文
京
サ
ー

ク
ル
。
ど
こ
も
熱
心
で
素
敵

な
サ
ー
ク
ル
で
す
。

経
験
年
数
は
逆
に
文
京
が

丸
３
年
、
研
究
会
は
昨
年
１

月
か
ら
。
思
い
が
け
ず
昨
年

４
月
に
Ｃ
Ｓ
Ｃ
代
表
と
な
り
、

６
月
か
ら
月
１
度
フ
リ
ー
の

練
習
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

６
月
に
は
思
い
が
け
ず
土
曜

日
午
前
の
地
域
活
動
役
員
か

ら
解
放
さ
れ
７
月
か
ら
ソ
シ

ア
ル
に
入
れ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
ダ
ン
ス
、
ダ
ン

ス
、
ダ
ン
ス
で
す
。
昨
年
秋

の
セ
ン
タ
ー
広
報
誌
「
さ
き

た
ま
」
に
は
思
い
が
け
ず
フ
ェ

ス
タ
で
踊
っ
た
写
真
を
掲
載

し
て
頂
き
ま
し
た
。

10
月
発
行
の
「
学
生
新
聞
」

書
評
欄
が
面
白
い
。
モ
リ
エ
ー

ル
の
「
町
人
貴
族
」
、
貴
族

を
夢
見
る
町
人
に
対
し
貴
族

が
身
に
つ
け
る
べ
き
教
養
談

義
の
中
、
「
音
楽
と
ダ
ン
ス

さ
え
あ
れ
ば
他
に
何
も
い
り

ま
せ
ん
」
と
語
ら
れ
ま
す
。

さ
て
新
し
い
年
、
令
和
２

年
は
新
年
早
々
の
ア
メ
リ
カ

軍
に
よ
る
イ
ラ
ン
司
令
官
殺

害
の
ニ
ュ
ー
ス
、
イ
ラ
ン
に

よ
る
民
間
機
誤
爆
、
日
本
は

す
で
に
タ
ン
カ
ー
の
安
全
と

調
査
の
た
め
自
衛
隊
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。

今
は
小
康
状
態
と
な
っ
て

い
ま
す
が
こ
の
文
が
載
る
新

聞
発
行
は
２
月
21
日
、
「
こ

ん
な
時
に
何
が
ダ
ン
ス
か
！
」

と
お
叱
り
を
受
け
る
状
況
に

な
っ
て
い
な
け
れ
ば
良
い
の

で
す
が
ー
ー
。

「
町
人
貴
族
」
本
文
は
続

き
ま
す
。
音
楽
の
先
生
「
世

界
に
見
ら
れ
る
混
乱
や
戦
争

は
す
べ
て
、
音
楽
を
習
っ
て

い
な
い
か
ら
こ
そ
生
じ
て
い

る
の
で
す
。
」
ダ
ン
ス
の
先

生
「
人
間
の
不
幸
の
す
べ
て
、

ダ
ン
ス
を
知
ら
な
い
か
ら
こ

そ
起
き
て
い
る
の
で
す
」
と
。

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
は
社
交
ダ
ン

ス
だ
け
で
な
く
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
パ
ー
テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
盆
踊
り
、
そ

し
て
お
勧
め
は
ラ
ル
ゴ
の
八

段
錦
。

学
生
の
皆
さ
ん
「
こ
の
春

に
向
け
て
」
サ
ー
ク
ル
の
扉

を
た
た
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

２
０
１
９
年
度

学
位
記
授
与
式
等
の

中
止
に
つ
い
て

「
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
、
ダ
ン
ス
」

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

大
島
祥
市

早いもので小生が埼玉学習センターに着任して10か月が過ぎ
ました。実にいろいろなことを体験させていただいております
が、学習センター最大の任務である単位認定試験は想像を超え
る出来事でした。閉講再試験科目があるため実施科目数が多い
第１学期の実績で言いますと、埼玉学習センターでは修士課程、
学部合わせて7386名の受験者に392科目の試験を行いました。
１日８時限のうち多いときには同時に９科目という時間帯もあ
りました。学生の皆様にとって大変大事な単位認定試験を、全
国一斉、同時間帯に同一複数科目で実施し、かつ滞りなく行う
という使命に対して、その役割を淡々と完璧にこなす学習セン
ター職員の方々の仕事ぶりと手腕に感銘を受けました。緊張感
に満ちた10時間以上の任務を、途中２日の休日を挟んで10日間
も続くということの大変さも実感しました。

第２学期の試験では、1月28日に積雪で交通機関に影響が出
るかもしれないことへの対応を、前日が閉所日であったため前々
日に考える必要がありました。天気予報も安全を見ようとした
のか､「雨になると思うが寒気のわずかな位置の違いで積雪に
なるかもしれない」という非常に困る予報がずっと続きました。
学生の皆さんが来られるかどうかと併せて、職員や監督者をお
願いしている方々が来場可能なのか、大宮はいろいろな交通機
関があるので、ある交通機関が不通の場合にどのようになるの
か、などと考慮することが多数ありました｡「来所された方に
は、予定時限でなくても試験を受けていただく｡」という方針
で臨むことを確認しました。総務係の方で職員、監督者の路線
別分布を調べていただき、特定の路線に偏っていることがない
ので、学生の方が来たのに職員・監督者が居ないという事態は
避けられそうだということは事前に予測できました。以前勤務
していた大学では、交通事情などである程度の人数が来られな
くなれば、とりあえず試験全体の日程変更で対処するという単
純な対応が普通でした。放送大学では日時を変更すれば受験で
きなくなる学生がおられる可能性があるために、きめ細やかな
対応が必要になるということも学びました。
前回の学生新聞でも申し上げました通り、今年７月の単位認

定試験はオリンピックのお陰で修士と学部の試験を同一日程で
行い、全体として６日で終了する予定になっています。台風だ
けは来ないように、と今から祈っています。

私は自宅に近い埼玉学習センターに
所属しているが、同センターはJR大宮
駅から徒歩５分ほどの近距離で通学に
は至便である。学士資格の取得は、大
学が規定する１２４単位の科目を履修
する必要があり、各科目毎に単位認定
試験前には予備試験としての通信指導
試験を受け、面接授業後のレポート提
出の他、単位認定試験に合格する必要
がある。この単位認定試験はなかなか
の難関で、それだけに醍醐味もある。
５０分の試験時間中、教室内は異様に
静まり、張り詰めた空気が漂う。受験
生は真剣な面持ちで試験問題と格闘す
る。しかし時間は受験生の気持ちとは
一切関わりなく刻々と経過し、異様な
雰囲気の中に、試験は終了する。

前述のように私は現在、全科履修生
として学習し、今回は３度目の学士号
取得を目指して学習中である。今期は
「生活と福祉」を専攻し、令和元年
（２０１９）第１学期の単位認定試験
に臨んだ。しかし、３科目を受験した
が、２科目が不合格となり、大変にショッ
クを受けた。その事実はもとより、私

生来の愚鈍ないし不勉強に起因するが、
その一方、この試験が生半可な学習で
はなかなか単位は取れない事を示す一
事例であるかもしれない。

人間にとって、学ぶばかりでは肩が
凝るし、頭は痛くなる。私の属する埼
玉学習センターでは、学生が互いに研
究会や勉強会、及びスポーツ活動を行
うためにサークル学生団体を設立し、
学生相互の親睦を図っている。例えば、
美術鑑賞、音楽鑑賞、ハイキング、研
修旅行など、主に学外の活動や学内に
おけるクラブ活動、例えばパソコンサー
クル、ソシアルダンスなど１４のクラ
ブ活動的学生団体が設立され、会員は
すこぶる和気あいあいとして楽しみな
がら研鑽に努め、成果を挙げている。

特記すべきは、年１回の学園祭があ
る事だ。学園祭では、各サークルの練
習成果の発表や各種展示の他、様々な
楽器演奏など学生たちが自慢の腕を披
露し、吹奏楽団によるにぎやかなジャ
ズ演奏なども行われる。学習センター
は終日、活況を呈し、学生たちが互い
の交流を楽しむのである。

学びの場を求め放送大学へ ②
埼玉学習センター 宇都宮 明

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
２
０
年
度
第
１
学
期

学
生
募
集
中

「年度の終わりに際して」

埼玉学習センター所長 堀尾健一郎



★
２
月

イ
ベ
ン
ト
中
止

★
３
月

２
０
１
９
年
度
総

会
・
新
年
度
前
期
活
動
計

画
等
作
成

★
２
月
＝
25
日
講
堂

★
３
月
＝
３
日
講
堂
（
13
時
）

10
日
、
17
日
は
講
堂

24
日
第
６
講
義
室

31
日
講
堂
（
終
了
後
総
会
）

★
毎
週
火
曜
日
＝

10
時
半
〜
12
時

★
２
月
16
日
（
日
）
＝
勉
強

会
（
放
送
大
学
９
Ｆ
）

★
３
月
27
日
（
金
）
＝
研
修

旅
行
（
茨
城
県
立
歴
史
館
）

★
４
月
12
日
（
日
）
＝
勉
強

会
・
監
査
（
シ
ー
ノ
７
Ｆ
）

★
４
月
25
日
（
土
）
＝
勉
強

会
・
総
会
（
放
送
大
学
）

★
３
月
10
日
（
火
）
＝
総
会

★
２
月
25
日
＝
パ
ソ
コ
ン
ク

ラ
ブ
（
13
：
15
～
15
：
15
）
、

３
月
17
日
（
火
）

★
３
月
24
日
＝
第
６
講
義
室

映
画
鑑
賞
（
10
時
～
）

タ
イ
ト
ル
「
八
甲
田
山
」

★
２
月
28
日
＝
第
６
講
義
室

９
時
半
～
17
時

★
３
月
６
日
、
13
日
、
27
日

９
時
半
～
17
時

場
所
は
全
て
第
６
講
義
室

★
３
月
11
日
＝
講
堂

13
時
半
＝
茂
木
先
生

★
３
月
18
日
＝
講
堂

13
時
半
＝
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

★
４
月
８
日
＝
未
定

AM
＝
器
楽
練
習
、

13
時
＝
総
会

13
時
半
＝
茂
木
先
生

★
４
月
22
日
＝
未
定

AM
＝
器
楽
練
習

13
時
半
＝
ボ
イ
ス
ト
レ
ー

ニ
ン
グ

★
３
月
22
日
（
日
）
に
開
催

を
予
定
し
て
い
た
「
生
涯
学

習
奨
励
賞
授
与
式
」
及
び
放

送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

主
催
・
放
送
大
学
埼
玉
同
窓

会
・
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
共

催
に
よ
る
「
卒
業
・
修
了
記

念
パ
ー
テ
ィ
」
に
つ
い
て
、

大
学
主
催
の
学
位
記
授
与
式

及
び
卒
業
・
修
了
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
と
同
様
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
中
止
と
い
た
し

ま
す
。

生
涯
学
習
奨
励
賞
受
賞
者

に
は
事
務
室
よ
り
別
途
ご
案

内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に

よ
る
肺
炎
の
感
染
が
、
拡
大

を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
で
、
年
度
末
に
向
け
て
予

定
さ
れ
て
い
た
様
々
な
行
事

が
、
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。
時
間
を
か
け
て

準
備
を
進
め
て
い
た
方
々
に

は
、
無
念
の
中
止
で
し
ょ
う
。

一
日
も
早
い
感
染
の
終
息
を

願
う
ば
か
り
で
す
。
（
冬
）

第６７号 学 生 新 聞 ２０２０年２月２１日2

昨年１２月２１日､２２日の両日、

オペラ彩が主催するベルディ作曲オ
ペラ「ナブッコ｣に､埼玉ＳＣ所属サー
クルWienerwald Musikfreundeの
有志１１人が合唱として出演した。

公開講演会等で埼玉ＳＣと交流の
ある、「オペラ彩」プロデューサー

の和田たか子氏からオペラの公開レッ
スンへのお誘いがあり、イタリア文

化会館におけるヴィート・クレメン
テ氏のレッスンが縁となり、本番に
も出演することになった。

全員がオペラ未経験で、必死でロー
マ字を追いかける。高校生も初出演

だが、音楽大学附属高校生や、全国
合唱コンクールで優勝の経験をして

いる。その他の音楽以外のスタッフ
も含め、プロばかり。つまり、１１

人の勇気ある素人が、いきなりプロ
のオペラに出演することになってし

まったのである。しかし幸い、一人
の脱落者もなく全員が本番を迎える

ことができた。
オペラは当然の事だが、暗譜歌唱

はもちろん、舞台上で演技をしなけ

ればならない。「ナブッコ」は他の
オペラに比べ、合唱の比率が高く、

３０分以上が歌うだけでなく、舞台
上で１時間以上も演技をしなければ

ならない。練習は土・日を中心に毎
回３時間ずつ行われた。イタリア語

の発音、リズム読み、音程と続く。
しかしこれは、経験者のプログラム

であるから、学習センターで自主練

習を同じ程度行い、同時に、もちろ
ん個人練習も日課となる。与えられ

た役は誇り高きヘブライの民衆とし
て、戦争、権力闘争、捉われ人、処

刑宣告、救済という運命に翻弄され
ながらの人生の中で恐怖、希望、望

郷、絶望、祈り、喜び、さらに家族
への愛や仲間との連帯、最後には許

しを請う者への寛容などを、各自が
自ら考えて演じることが要求される。

過酷な練習ではあったが、毎日、
トップクラスのオペラ歌手のアリア
が至近距離で聞けるという、オペラ

ファンにとっては至福の時でもあっ
た。マエストロとの指揮により、音

楽が内面的高揚へと昇華していく事
に感激した。

舞台裏は、暗く、段差があり、細
心の注意を払いながら、出番を待つ

ソリスト、合唱、舞台裏のオーケス
トラ、大道具、小道具、ステージマ

ネージャ、副指揮者、助監督など、
１００人を超すスタッフが静かに動

き回る火事場の状態である。出演者
は客席からどう見えているかは、まっ

たくわからない。後で、写真を見て、
とても幻想的な舞台に写っている事
に驚いた。

この度の公演に際し、多くの放送
大学関係者の応援に支えられて、無

事公演を終えることができました。
貴重な経験をさせていただき、まこ

とにありがとうございました。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

熟

年

会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ

鉄
道
博
物
館
吟
行

兼
題
「
冴
返
る
」

春
き
ざ
す
ア
プ
ト
式
と
て
碓
氷
越

み
さ
子

機
関
車
の
金
の
一
の
字
冴
返
る

功

御
料
車
の
鶴
の
文
様
春
き
ざ
す

光
娥

春
寒
の
虚
空
に
汽
笛
転
車
台

十
詩

く
ろ
が
ね
の
機
関
車
の
軸
冴
返
る

明
美

春
来
る
車
体
に
映
る
顔
と
顔

由
美

潔
く
跣
の
相
撲
春
の
草

順

測
量
の
鎖
巻
尺
冴
返
る

厚
子

冴
返
る
未
明
の
貨
車
は
人
ひ
と
り

八
重
子

春
塵
を
置
か
ぬ
御
料
車
う
る
し
塗

安
代

春
風
に
車
掌
走
る
や
無
人
駅

幸
宏

白
梅
や
御
召
列
車
の
那
須
止
り

と
く
江

《
第
２
木
曜
日

午
後
１
時
よ
り
句
会
》

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句
（
つ
み
草
）

「オペラ「ナブッコ」に出演して」
Wienerwald Musikfreunde 南雲 功

２
０
２
０
年
度
第
１
学
期

の
入
学
者
の
集
い
は
、
４
月

４
日
（
土
）
14
時
か
ら
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
講
堂

で
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
を
踏

ま
え
、
変
更
が
あ
る
場
合
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
掲
示
に
よ

り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
春

入
学
者
の
集
い

★
３
月
７
日
（
土
）

13
時
～
16
時

サ
ロ
ン
か
じ
は
ら

「
こ
こ
ろ
の
探
偵
団
」

第
１
回

「
こ
こ
ろ
と
は
何
か
」

場
所
＝
第
５
講
義
室

講
師
＝
梶
原
直
樹

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
准
教
授
）

★
３
月
10
日
（
火
）

13
時
～
17
時

絵
画
サ
ロ
ン
こ
ざ
わ第

10
回

～
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と

デ
ッ
サ
ン
～

場
所
＝
実
験
室

講
師
＝
小
澤
基
弘

（
放
送
大
学
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
客
員
教
授
）

３
月
の
サ
ロ
ン

同

窓

会

サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の

著
作
と
言
え
ば
、
「
星
の
王

子
様
」
が
最
も
有
名
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
彼
は
童
話
作

家
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自

ら
の
体
験
に
基
づ
い
た
哲
学

的
な
思
想
を
表
現
し
た
作
品

が
多
い
。

ま
た
、
作
家
で
あ
り
な
が

ら
航
空
機
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と

し
て
も
活
躍
し
た
。
「
人
間

の
土
地
」
や
「
夜
間
飛
行
」

な
ど
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し

て
の
飛
行
体
験
が
基
に
な
っ

て
生
ま
れ
た
。
そ
う
し
た
稀

有
な
体
験
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ

た
表
現
や
思
想
に
は
、
生
き

る
こ
と
の
意
味
や
本
質
を
問

い
か
け
る
視
線
が
含
ま
れ
て

い
る
。

私
が
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
作

品
の
中
で
最
も
強
い
影
響
を

受
け
た
作
品
が
、
「
城
砦
」

で
あ
る
。
彼
の
遺
作
と
な
っ

た
こ
の
作
品
は
、
未
完
の
作

品
だ
。
隠
喩
表
現
や
換
喩
表

現
が
多
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

読
み
や
す
い
本
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
著
作
を

通
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
人

間
観
、
人
生
観
は
「
人
間
が

人
間
ら
し
く
創
造
的
に
生
き

る
意
味
」
を
深
く
考
え
さ
せ

る
も
の
だ
。
「
お
ま
え
に
言
っ

て
お
く
。
人
間
は
己
の
充
実

を
探
し
求
め
て
い
る
の
で
あ
っ

て
、
幸
福
を
探
し
求
め
て
い

る
の
で
は
な
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
か
ら
も
、
厳
し
く
創

造
的
な
生
き
方
を
求
め
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
己
の
人
生
の
充

実
に
向
け
て
主
張
さ
れ
て
い

る
思
想
が
【
交
換
】
と
い
う

概
念
だ
。
こ
こ
で
言
う
【
交

換
】
と
は
、
一
言
で
言
え
ば

「
自
己
と
価
値
の
交
換
」
で

あ
る
。
「
城
砦
」
で
例
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
刺

繍
を
す
る
職
人
」
や
「
彫
金

を
す
る
職
人
」
だ
。
彼
ら
は

己
を
、
刺
繍
の
作
品
や
、
彫

金
の
作
品
が
持
つ
「
永
遠
の

価
値
」
と
【
交
換
】
す
る
と

い
う
の
だ
。
こ
の
、
対
象
と

己
の
【
交
換
】
こ
そ
が
、
命

の
充
実
と
真
の
幸
福
に
つ
な

が
る
と
主
張
す
る
。
刺
繍
の

作
品
を
創
る
織
女
は
、
己
の

存
在
を
、
自
分
が
作
り
出
し

た
刺
繍
作
品
と
ゆ
っ
く
り
と

交
換
し
て
行
く
。
や
が
て
、

年
老
い
て
織
女
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
し
て
も
、
彼
女
が

生
み
出
し
た
素
晴
ら
し
い
作

品
は
、
永
遠
に
残
る
。
つ
ま

り
、
織
女
は
永
遠
の
価
値
と

自
分
を
【
交
換
】
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
と
こ
ろ
、
吉
野

彰
氏
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

も
、
吉
野
氏
が
バ
ッ
テ
リ
ー

の
研
究
と
い
う
「
対
象
」
と

「
己
」
を
【
交
換
】
し
た
結

果
で
あ
ろ
う
。

こ
の
【
交
換
】
と
い
う
思

想
は
、
私
に
と
っ
て
、
生
き

る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
思

想
だ
。
仕
事
や
研
究
を
し
て

い
て
迷
っ
た
時
、
「
お
い
、

し
っ
か
り
【
交
換
】
で
き
て

い
る
か
。
で
き
て
い
れ
ば
結

果
は
後
か
ら
付
い
て
来
る
」

と
、
自
分
を
見
つ
め
直
す
。

【
交
換
】
と
い
う
思
想
は
、

迷
っ
て
い
る
時
に
自
分
を
支

え
る
「
杖
言
葉
」
に
な
っ
て

い
る
の
だ
。

尚
、
「
星
の
王
子
様
」
も

平
易
な
表
現
で
は
あ
る
が
、

含
蓄
の
あ
る
指
摘
が
要
所
要

所
に
見
え
る
。
「
大
人
は
数

字
が
好
き
だ
。
新
し
い
友
だ

ち
が
で
き
た
よ
と
言
っ
て
も
、

大
人
は
大
事
な
こ
と
は
何
も

聞
か
な
い
（
中
略
）
『
兄
弟

は
何
人
？
』
と
か
、
『
体
重

は
？
』
と
か
『
お
父
さ
ん
の

収
入
は
？
』
な
ど
と
い
う
こ

と
ば
か
り
だ
。
こ
う
い
う
数

字
を
知
っ
た
だ
け
で
、
大
人

は
そ
の
子
の
こ
と
を
す
っ
か

り
知
っ
た
つ
も
り
に
な
る
」
。

テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
持
つ
、

「
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
知

的
視
線
の
鋭
さ
」
は
表
現
の

平
易
さ
を
越
え
て
行
く
様
だ
。

表
面
的
な
情
報
や
思
想
に

惑
わ
さ
れ
ぬ
様
、
今
後
も
価

値
に
向
か
う
【
交
換
】
を
意

識
し
て
生
き
て
い
き
た
い
。

私の本棚から

梶 浦 真

教育報道出版社 社長
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